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【 資料編 】 

・ 越谷市本庁舎建設基本計画策定検討委員会の開催経過等

・ 越谷市本庁舎建設基本計画策定検討委員会 委員名簿 

・ 越谷市本庁舎建設基本計画（素案）に対するパブリックコメントの概要 

・ 建築模型による新本庁舎建設参考イメージ図 

・ 用語解説 
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◆越谷市本庁舎建設基本計画策定検討委員会の開催経過等 

期  日 項  目 協 議 内 容 等 

平成２６年 

１０月２２日 
検討組織設置 

本庁舎建設基本計画策定検討委員会（庁内組

織）設置（市長決裁） 

１１月２６日 第１回会議 委員会の検討事項、計画策定ｽｹｼﾞｭｰﾙについて

平成２７年 

 ２月１９日 
第２回会議 導入機能の基本方針、部門配置について 

 ７月 １日 先進地視察 茨城県つくば市への先進地視察 

 ７月３１日 第３回会議 
視察報告、導入機能の基本方針、部門配置に

ついて 

１０月２６日 第４回会議 導入機能の基本方針、部門配置について 

１１月２６日 第５回会議 階層計画、部門配置、平面計画案について 

１２月１８日 
越谷市政策会

議へ付議 

平成２８年 

 １月２７日 
第６回会議 

本庁舎建設基本計画（素案）について、素案

に対するパブリックコメントの実施について

 ２月８日～ 

   ３月８日

基本計画（素案）

に対するパブリ

ックコメント（意

見公募手続）

５人の方から３０件の意見あり 

 ３月１５日 第７回会議 
素案に対するパブリックコメントの結果につ

いて、本庁舎建設基本計画（案）について 

 ３月１８日 
越谷市政策会

議へ付議 
本庁舎建設基本計画（案）について 
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◆越谷市本庁舎建設基本計画策定検討委員会 委員名簿 

〔平成２７年５月現在〕 

 （◎：委員長 ○：副委員長）

職   名 氏   名 
前任者 

（平成２６年度委員）

◎ 総務部副部長 藤 浪 均 史  

○ 企画部副部長 利根川 敏 彦  

市長公室秘書課長 

（市長公室長が指名する者）
浅 見 修一郎  

市民税務部副部長 関 根 和 美  

協働安全部副部長 島 村 敏 仁  

福祉部副部長 竹 内 次 男  

子ども家庭部副部長 渡 邉 浩 秀  

保健医療部保健所副所長

（保健医療部副部長又は副部長相当職）
島 田 昌 彦  

環境経済部副部長 鈴 木 正 明 笹 野 佳代子 

建設部副部長 山 﨑 民 男  

都市整備部副部長 平 林 次 男  

出納課副課長 

（会計管理者が指名する者）
山 口 正 行  

議会事務局次長 江 原 勝 明  

教育総務部副部長 植 田 春 夫 斉 藤 美 子 

学校教育部副参事 

（学校教育部副部長又は副部長相当職）
川 村   明 五十畑 勝 己 

監査委員事務局監査課副課長

（監査委員事務局長が指名する者）
榎 木 加根拡  



62 

◆越谷市本庁舎建設基本計画（素案）に対するパブリックコメントの概要

意 見 募 集 期 間 平成２８年２月８日(月)～３月８日(火) 

周 知 方 法

・市ホームページへの情報掲載 

・市役所総務管理課窓口、庁舎内掲示板（１２か所）、情報

公開センター、各地区センター（１３か所）へのポスター

掲示 

・越谷ｃｉｔｙメール登録者へのメール送信 

・広報こしがやお知らせ版（平成２８年２月号）への記事掲

載 

意 見 提 出 方 法

・電子メール 

・郵送（当日消印有効） 

・ＦＡＸ 

・各施設に設置した意見箱への投函 

素案冊子・意見箱設

置箇所 

全１５か所 

 ・市役所総務管理課窓口 

 ・情報公開センター 

 ・各地区センター（１３か所） 

意 見 数

・意見提出者：５人 

（内訳：電子メール４人、意見箱投函１人） 

・意見数：３０件 

寄せられた意見等・市の考え方 

№ 該当箇所

素案

のペ

ージ

意見の要旨 市の考え方 

１

Ⅲ－２ 

土地利用・

配置計画

Ｐ.４５  現在の場所から移転しないこと。 

 「土地利用・配置計画」並びに「事業スケ

ジュール及び建設手順について」の項目に掲

げたとおり、本庁舎は、現在の敷地内で建替

えを行う方針です。 

２

Ⅳ－２ 

事業スケジ

ュール及び

建設手順

Ｐ.５５

 建替え期間中も、現在の場所で市民への行

政サービスを行いながら建築すること。他の

場所に行かないと行政サービスができない

ようでは、何のための建替えかと感じる。建

築技術的には可能と思う。

 「事業スケジュール及び建設手順について」

の項目に掲げたとおり、現在の本庁舎の南側

低層部を含めた部分に新本庁舎が位置するよ

う工夫しながら建設を行う計画です。この間、

市民への行政サービスが低下することの無い

ような建設工程を計画します。 

３

Ⅳ－３ 

概算事業費

及び財源計

画 

Ｐ.５６

 建替え費用を極少化する工夫をすること。

個人住宅では、良いものにしたくても懐と相

談しながら建築するもの。コスト削減できた

ものを可視化して、オープンにすること。 

 現在の敷地内で、仮設の庁舎を設けずに建

替えを進める方針です。これらをはじめとし

て、建替え費用を低減する方策について様々

な角度から検討します。 

４

Ⅳ－１ 

事業方式・

発注方式

Ｐ.５２

 建築業者との関係性を公正にし、選択過程

を公開してください。以上の点をしっかり担

保して、市のシンボルとして良い庁舎に建替

えて下さい。 

 施工者の選定過程においては、法令等を遵

守します。 
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№ 該当箇所

素案

のペ

ージ

意見の要旨 市の考え方 

５

Ⅳ－２ 

事業スケジ

ュール及び

建設手順

Ｐ.５５

 平成２８年度から基本設計に着手すると

あるが、設計者の選定方法はどうなるのでし

ょうか。設計者については、設計料入札では

なく、コンペ等のデザイン案を公開し、市民

に対しても開かれた設計者選定になること

を希望する。 

 「本庁舎建設基本計画」に沿った設計を行

うことができる設計者を平成２８年度に選定

予定です。選定方法については平成２８年度

当初に庁内検討組織を設置し、早急に検討を

進めます。 

６

Ⅲ－２ 

土地利用・

配置計画

Ｐ.４５

 歩行者・自転車・車両の動線についてどの

ように検討したのか。庁舎東側道路と葛西用

水との関連を含め、北側駐車場や周囲との土

地利用の関連性が見えない。駐車場計画もな

く、駅から各庁舎までの歩行者動線、本庁舎

と第二庁舎･第三庁舎との動線も分からな

い。 

 素案２３ページ「庁舎へのアプローチ」に

掲げたとおり、庁舎へ安全で快適に通行でき

るよう計画したいと考えています。駐車場計

画や外構計画を含めて、来庁者の動線につい

ては平成２８年度から基本設計を行う中で検

討します。 

７

Ⅲ－３ 

建築デザイ

ン計画 

Ｐ.４６

 建築デザインについて、現代の建築文化を

反映した、これからの時代を見据えた、今後

の越谷らしさを創り出す本庁舎が望ましい

と考える。 

 素案４０ページ「景観に配慮したデザイン」

に掲げたとおり、市役所周辺の建物や葛西用

水、元荒川などの水と緑の豊かな水辺景観と

調和させ、対岸や橋梁からの眺めにも配慮し

た建築デザインを、基本設計等を行う中で検

討します。 

８

Ⅲ－１ 

各庁舎への

部門配置・

新本庁舎の

規模 

Ｐ.４４

 想定規模を３次元で表現するなど、実際

に、配置計画に沿って本庁舎が建てられた場

合のイメージを表現して頂きたい。また、河

川対岸からの一体感のある景観を目指した

計画が必要と思う。 

 配置計画に沿って本庁舎が建てられた場合

のイメージ模型を、河川対岸からのイメージ

も含めて「資料編」に掲載します。 

９

Ⅳ－１ 

事業方式・

発注方式

Ｐ.５３

 事業方式の比較について、定性的な比較の

みで「資金調達の面や手続きに必要な時間等

を考慮し、一般方式（従来方式）による建設

が望ましい」と結論付けられているが、各々

の方式による具体的な金額やスケジュール、

ＶＦＭの算出など定量的な比較をしたうえ

で判断する必要があるのではないか。 

 特にＰＦＩ方式は、国が「多様な PPP/PFI

手法導入を優先的に検討するための指針」を

定め、効率的かつ効果的な公共施設等の整備

等を進めるとともに、新たな事業機会の創出

や民間投資の喚起による経済成長を実現し

ていくため、優先的な検討を要請されてお

り、より積極的に検討する必要があるのでは

ないか。 

 庁舎の場合、性質上コスト削減効果が少な

いとされているが、国や他都市において PFI

による庁舎建設の実例があること、資金調達

面でも現下の金利情勢から官民の差が小さ

くなっていること、手続きに必要な時間も内

閣府の「PFI 手続簡易化のためのガイドライ

ン」によれば従来方式より短縮化できること

など、必ずしも従来方式が優位とは言えない

ため、より詳細な検討が必要と考える。 

 公共施設の建設に係る建設方式は、近年、

ＰＦＩ方式をはじめとした民間活力導入型の

手法が取り入れられています。ＰＦＩ方式の

特徴は、事業資金を民間が調達し、公共側が

初期投資のために資金を準備する必要がない

ことにあります。 

 建設方式の選定にあたっては、庁舎の利用

者であり、間接的な発注者でもある市民の意

見の反映が重要な要素と考えています。 

 一般方式（従来方式）でのプロポーザル方

式の場合は、「設計者」を選定することから、

設計過程で市民の意見を取り入れながら進め

ることができます。また、現本庁舎の耐震性

が著しく低いことから、本庁舎建設事業を早

急に進める必要があります。 

 以上のことから、本計画の段階においては

一般方式（従来方式）による建設が望ましい

と記載しておりますが、ご意見にありました

内閣府の指針及びガイドライン、現下の金利

情勢も踏まえつつ、特定の年度に一般財源の

負担が偏らないよう予算の平準化や事業費負

担を軽減できる手法も今後検討します。 

 なお、いただいたご意見の趣旨を踏まえ、

素案５３ページの文言を一部修正します。 
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№ 該当箇所

素案

のペ

ージ

意見の要旨 市の考え方 

10

Ⅱ－３ 

新本庁舎

への導入

機能の基

本方針 

Ｐ.１６

 「窓口スペース」について、用務別に窓口

集約し、窓口ごとに業務を集約する考えは良

い。この証明書はこの課に、これは別の課に

と分かれていたのは役所の都合であって、来

訪者の都合ではなかったと思う。 

 窓口の総合化にあたっては、市民の利便性

を考慮した配置計画を検討します。 

11

Ⅱ－３ 

新本庁舎

への導入

機能の基

本方針 

Ｐ.１８

 「相談スペース」に、各窓口へ必要に応じ

て仕切りを設けるとあるが、出張所のように

最初から仕切りのあるブースにしたほうが

良い。相談を始めて、内容によって途中から

仕切り板を立てるのは煩雑である。 

 ご意見にありますとおり、相談スペースに

ついては、各部署の相談等の内容に応じた仕

切りを設けることを検討します。 

12

Ⅱ－３ 

新本庁舎

への導入

機能の基

本方針 

Ｐ.１９

 「サービステナントスペース」について、

外部からもアプローチ可能なテナントを誘

致することは良いことだと思う。多くの人が

河畔に遊ぶことが期待されているが、庁舎付

近には適当な商業施設がないので、庁舎の来

訪者のみならず近隣に遊ぶ人々にも魅力的

な、賑わいを醸成するようなテナントが入る

ことは望ましい。ある程度の賑わいを生み出

すような複合的なテナント集積が望ましい。

 大胆に最上階に展望レストランを設ける

ことを考えても良いのではないか。市内には

市全体を眺望できる施設があまり無いし、シ

ンボル的要素、中心市街地の活性化の観点か

らも望まれる。 

 市役所本庁舎は中心市街地に位置していま

すので、建替えにあたっては、市民の方や来

訪者を誘引する利便性の高い魅力ある施設の

導入を検討し、駅周辺の回遊性を高められる

よう計画します。 

 また、庁舎東側の葛西用水ウッドデッキ等

の親水空間との連携にも配慮した整備計画を

検討します。 

13

Ⅱ－３ 

新本庁舎

への導入

機能の基

本方針 

Ｐ.２０

 「市民協働・交流スペース」について、エ

ントランスやそれにつながる市民利用スペ

ースを利用しやすいようにすることは非常

に良い。 

 ただ、閉庁時にイベント利用することが想

定されているが、イベントの規模と内容にも

よるが、開庁時であっても、イベントが開催

できるよう、業務の動線とイベント目的の来

訪者の動線や開催スペースが分けられるよ

うなデザインを考えても良いのではないか。

 素案２３ページ「庁舎へのアプローチ」に

掲げたとおり、庁舎へ安全で快適に通行でき

るよう計画したいと考えています。駐車場計

画や外構計画を含めて、来庁者の動線につい

ては平成２８年度から基本設計を行う中で検

討します。 

14

Ⅱ－３ 

新本庁舎

への導入

機能の基

本方針 

Ｐ.２２

 「多目的スペース」について、イベントの

みならず、非常時の避難スペースとしての想

定は良いと思う。外部との一体的な連携とい

うことだが、駐車場や広場と自由に行き来で

きるということであれば、一体的利用が可能

となるし、搬入・搬出に便利である。 

 イベントの多様性に応じるため、また、災

害時の避難場所としての活用のため、給排水

設備・トイレ・電源設備があると良い。非常

時の炊き出しなどにも活用できる。 

 このスペースについては、災害時の利用方

法についてしっかりした計画を立てておい

たほうが良いと思う。 

 多目的スペースについては、平時、非常時

に様々な活用ができるスペースを検討しま

す。ご意見のとおり、庁舎整備にあたっての

付加機能としてどう位置づけるか、今後検討

します。 
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№ 該当箇所

素案

のペ

ージ

意見の要旨 市の考え方 

15

Ⅱ－３ 

新本庁舎

への導入

機能の基

本方針 

Ｐ.２３

 市政情報コーナーでは、特産品の展示のよ

うなことも計画されていると思うが、計画案

にあるように文化・歴史、観光など様々な情

報を展示、提供できるように充実した内容と

なることを期待する。 

 ありがちなのは、情報が陳腐化してしまう

ことで、専任部署を置くなどして積極的に展

示情報の企画、保全をすることが望まれる。

 利用者にとっても、ガイドさんなどが積極

的に情報提供してくれるというような場で

あってほしい。 

 行政情報提供スペースでは、各種の企画展

示等ができるコーナー（常設・非常設）など、

効果的な利用を検討します。 

16

Ⅱ－３ 

新本庁舎

への導入

機能の基

本方針 

Ｐ.２３

 道路からのアプローチの現状は、歩行者も

車両も動線がストレートでなく、また、駐車

車両の中を歩行するようになっているので、

スムーズに庁舎に向かえるような動線とな

ることを期待している。 

 一方、昨今は自動車による来訪者も無視で

きない状況にあることから、自動車によるア

プローチについても駐車場の配置計画と併

せて、渋滞の原因を作らず、かつ、事故を誘

発することのないよう考慮する必要がある。

 駐車場については、元荒川周辺に遊びに来

る市民を誘致する観点から、従来と同様、有

料にせよ、駐車場を確保することは望まし

い。むしろ規模を拡充して駐車しやすいよう

考えても良いのではないか。この点につい

て、庁舎外構の二階レベルに全面デッキにし

て一階レベルを駐車場にする案もあると思

う。 

 素案２３ページ「庁舎へのアプローチ」に

掲げたとおり、庁舎へ安全で快適に通行でき

るよう計画したいと考えています。災害時の

多目的空間となる駐車場計画や外構計画を含

めて、来庁者の動線についても平成２８年度

から基本設計を行う中で検討します。 

 また、駐車台数は、現状の駐車可能台数を

下回らない台数を確保する方針です。 

17

Ⅱ－３ 

新本庁舎

への導入

機能の基

本方針 

Ｐ.２４

 耐震性能については、構造体を耐震構造と

すれば十分ではないか。大震災等を経験し

て、事務所における震災時の問題は建物の倒

壊・損傷ではなく、非構造部材や建築設備、

執務室内の設備、備品の耐震であり、建物の

外観は健全でも中は備品等が散乱し業務継

続が困難な事例が多く見られている。中のも

のがひ弱い状態のまま、構造体の制震、免震

に多額の費用を費やするのではなく、効率的

に地道に中の物の耐震を図ればそれで良い

と思う。

 素案２４ページに掲げたとおり、耐震方式

の選択については、防災拠点としての機能維

持やライフサイクルコストの観点などから総

合的に判断し、今後、最適な耐震方式を決定

します。 
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№ 該当箇所

素案

のペ

ージ

意見の要旨 市の考え方 

18

Ⅱ－３ 

新本庁舎

への導入

機能の基

本方針 

Ｐ.２６

 災害対策本部の常設、関係情報通信設備の

整備は言うまでもないが、庁内部署との連携

について、素案では各部署と本部との担当者

の頻繁な往来、あるいは次項目の災害対応ス

ペースとして本部と隣接する災害対策室に

担当者を集中するよう想定しているようだ

が、対策業務のさらなる効率化、迅速化を図

るために、本部に権限者等を集中し、各担当

部署とは音声・映像等の通信手段によって災

害担当者と連携するシステムとし、本部が司

令等に必要な設備も本部室内に置くように

した方が良い。 

 また、本部機能の業務継続のため、本部室

内の設備・備品の耐震と、専用の無停電電源

装置を備えることが必要と思う。さらに、庁

舎内侵入を試みる者があった場合（テロな

ど）までを想定するなら、災害対策本部ゾー

ンには外部から侵入できないようロックす

る構造と、一定期間孤立しても業務継続可能

な設備も必要になるかも知れません。 

 災害対策本部スペースについては非常時の

拠点となり、初動体勢の構築を迅速に行う必

要があることなどから、今後、必要な機能等

について具体的に検討します。 

19

Ⅱ－３ 

新本庁舎

への導入

機能の基

本方針 

Ｐ.２７

 災害時は本部に詰めるのが長時間に及ぶ

ことも考えられるので、仮眠室だけでなく、

小厨房、本部専用の備蓄倉庫など、ある程度

の生活支援設備も本部室の側に設けた方が

良いのではと思う。 

 市民の一時退避には、多目的スペースのど

こを充てるか明確にしておく必要がある。ま

た、退避スペースには、携帯電話充電のため

の電源設備や Wi-Fi 設備が必要と想定され

る。 

 また、市民用の一時退避場所は、万が一の

河川氾濫等を想定すれば、浸水被害の及ばな

い二階にすべき。 

 また、地上階で十分床面積を確保できるな

ら、わざわざ浸水の危険がある地階を設ける

必要があるのでしょうか。 

 災害対策本部スペースについては、今後、

必要な機能等について具体的に検討します。

 また、想定延床面積を算出した段階では、

地階（地下１階）には、執務室ではなく備品

保管庫、倉庫、福利厚生のための諸室を設け

る計画です。 

 非常用自家発電設備等については、２階以

上の上層階に設置する計画です。 

20

Ⅱ－３ 

新本庁舎

への導入

機能の基

本方針 

Ｐ.２９

 情報関係設備について、携帯電話の基地局

や、充電用電源、非常用公衆電話の配線設備

も考慮しておいてほしい。 

 災害時の活動内容に応じて、外部との通

信・連絡機能を確保できるよう計画します。

今後、必要な機能等について具体的に検討し

ます。 
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№ 該当箇所

素案

のペ

ージ

意見の要旨 市の考え方 

21

Ⅱ－３ 

新本庁舎

への導入

機能の基

本方針 

Ｐ.３０

 機能的には十分検討されていると思うが、

執務者の衛生環境についても考慮する必要

があると思う。足元が冷える、窓際は暑いな

ど、空調を上手にやることは意外に困難で

す。現在は設備の容易さからビルマルチ空調

が普通ですが、空調システムの選択を無批判

に建築設備設計者に任せないこと。 

 ちょっと高級すぎるという批判はあるか

と思うが、温水床暖房、冷水天井冷房を検討

されても良いのでは。建築設備設計者は即座

に無理というと思いますが、技術的には無理

ではない。しかも、温冷水で冷暖房をするこ

とによって、環境共生・省エネルギーの目的

にも好都合で、冷温水を作るのに電気だけで

はなく多様なエネルギーを活用することが

できるという利点がある。 

 空調設備の方式については、ライフサイク

ルコスト等も考慮しつつ、平成２８年度から

基本設計を行う中で検討します。 

22

Ⅱ－３ 

新本庁舎

への導入

機能の基

本方針 

Ｐ.３２

 庁内 LAN やサーバーのためのスペースは、

将来の増設分も含めて、十分なスペースを確

保する必要がある。特に LAN 設備を収容する

スペースは各階に計画しておく必要がある。

執務室のレイアウト変更に柔軟に対応する

ためには単にＯＡフロアを導入するだけで

なく、配線パネルの設置場所、ケーブル導入

孔などの個数、箇所等も十分計画しておく必

要がある。 

 また、セキュリティ面からは、サーバ室等

のセキュリティだけでなく、各フロアの通信

設備やケーブル収容設備のセキュリティも

確保しなくてはならない。 

 また、情報通信設備にとって忘れてはなら

ないものは電源設備で、サーバ室等の電源容

量を十分なものとし、無停電電源装置などで

停電対策する必要がある。 

 情報通信スペースのあり方については、今

後、最適な機能の導入を検討します。 

23

Ⅱ－３ 

新本庁舎

への導入

機能の基

本方針 

Ｐ.３３

 書架を各課所に適正に配置するとあるが、

計画上は背の高い書架等は壁面に設置する

構造にすべき。重要な文書の保管場所は浸水

被害を受けない場所を考慮すべき。また、文

書の保管場所についてセキュリティを考慮

したほうが良いのではないか（アクセス制

限、入室者あるいは閲覧者の記録等）。 

 素案３２ページに掲げたとおり、セキュリ

ティ対策の実施にあたっては、ＩＣカード等

での入退室管理機能等の導入を検討します。

24

Ⅱ－３ 

新本庁舎

への導入

機能の基

本方針 

Ｐ.３５

 議会の中継はロビーだけではなく、インタ

ーネットによる動画中継もやってほしい。 

 開会中の災害発生にもスムーズに避難で

きる避難ルートと避難場所とを計画してお

く必要があるでしょう。 

 素案３５ページに掲げたとおり、議場には、

音響・映像設備等をはじめ、拡張性の高い環

境整備を図る計画です。 

 なお、現在、本会議の模様は越谷市議会ホ

ームページでライブ中継、並びに数日後の録

画閲覧が可能となっています。 
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№ 該当箇所

素案

のペ

ージ

意見の要旨 市の考え方 

25

Ⅱ－３ 

新本庁舎

への導入

機能の基

本方針 

Ｐ.３７

 環境負荷を低減するため、省エネルギーを

考慮した構造・設備の導入に大胆に取り組ん

でほしい。 

 例えば、外光の活用においては、階高を高

くし窓際から奥に向かって天井に傾斜を付

けるなどのデザインによって、奥まで外光が

十分届き照明を極力減らすことができるよ

うにするなど。併せて、南側に窓を設けると

ブラインドを下げて照明を点灯せざるをえ

なくなるので、南側には一切窓を設けず、北

側の安定した外光のみを取入れるようにし、

南側の外側壁面は太陽光発電パネルや太陽

熱温水パネルや壁面植栽を付けるような所

まで考えても良いのではないか。これは再生

可能エネルギーの活用にもつながる。 

 素案３７ページに掲げたとおり、省エネル

ギー、省資源、環境負荷の軽減に配慮した構

造体や設備、システムを導入した施設計画と

することを検討します。 

26

Ⅱ－３ 

新本庁舎

への導入

機能の基

本方針 

Ｐ.３８

 再生可能エネルギーとして太陽光発電だ

けではなく、太陽熱温水パネルも考えてはど

うか。温水熱源としては直接的な太陽熱の取

得によって、太陽光発電より取得効率が高く

得られ、蓄積も容易である。 

 また、雨水の利用は積極的に行い、植栽へ

の給水、便所の洗浄水などを賄い、非常時で

も数日は賄えるような貯水量としたい。 

 素案３８ページに掲げたとおり、再生可能

エネルギーの積極的活用、及び雨水の有効利

用を進める計画とします。 

27

Ⅱ－３ 

新本庁舎

への導入

機能の基

本方針 

Ｐ.３９

 建築のライフサイクルコストについて、中

期長期に発生する設備の更改が多大である。

例えば給排水設備の更改にコストがかから

ず、工期も短縮できるような設備構造を考え

ることが必要か。（コンクリートをはつった

りせず配管等が取り替えられるなど） 

 また、設備は必ず寿命があるという前提の

下、将来にわたる点検保守計画を立て、予防

保全して長寿命化させ、総合的なライフサイ

クルコストを低減する考え方を導入する必

要がある。これは、行政サービスの事業継続

にも役立つ。予算が無いので故障を放置とい

う事態は避けなければならない。 

 その他、外構の植栽、池なども維持コスト

がかかるため、池などは作らず、植栽も維持

費が低廉な種類を選択すべき。 

 また、窓や壁面の清掃や修繕コストを考え

た場合、建物の構造はカーテンウォールでは

なく、行政建築として古典的なＲＣ造で、バ

ルコニーが周回するデザインも良いかと思

う。このデザインはまた、避難時にも、消火・

救助活動にも安全性が高く、窓ガラスやパネ

ル等の落下防止にも有効である。 

 今後、平成２８年度から基本設計を行う中

で、ライフサイクルコストを低減させる設備

等について検討します。 
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№ 該当箇所

素案

のペ

ージ

意見の要旨 市の考え方 

28

Ⅱ－３ 

新本庁舎

への導入

機能の基

本方針 

Ｐ.４０

 水郷越谷イメージについては計画案は素

晴らしいものであると思う。歴史景観との連

携デザインがどうできてくるか注目したい。

 シンボル機能として考えるなら、他の項目

とも関わるが、最上階に展望レストランを設

けることを検討していただきたい。もちろん

専用のエレベーターにより動線を隔離し、開

閉庁とは関係なく運用する必要があるが。 

 市役所本庁舎は中心市街地に位置していま

すので、建替えにあたっては、市民の方や来

訪者を誘引する利便性の高い魅力ある施設の

導入を検討し、駅周辺の回遊性を高められる

よう計画します。 

29

Ⅱ－３ 

新本庁舎

への導入

機能の基

本方針 

Ｐ.４０

 駅から市庁舎や川辺への回遊を促すとい

う計画は全く賛同するところ。一層実効を上

げるため、将来的には駅方面から元荒川河畔

までデッキや歩道橋で連続歩行移動できる

ようにすることを目指し、それに繋がるよう

な意図で、市庁舎は二階レベルにデッキを設

け、そこから道路上を立体交差で渡ってウッ

ドデッキ側まで行けるよう、歩道橋を付ける

ようにしてはいかがかと思う。 

 市役所本庁舎は中心市街地に位置していま

すので、建替えにあたっては、市民の方や来

訪者を誘引する利便性の高い魅力ある施設の

導入を検討し、駅周辺の回遊性を高められる

よう計画します。 

30
Ⅰ 

はじめに
Ｐ．１

 新庁舎建設予定があったにもかかわらず、

第三庁舎を建設したことは税金の無駄使い

とは思わないか。 

 そもそも第二庁舎の建設時に、「駐車場ビ

ルの建設か」と思った。市の顔とも言うべき

庁舎の建物として、あまりにも簡素というよ

りも質素、税金の無駄使いを防ぐとしても、

あり得ない建物だと思った。 

 そこへ第三庁舎を建設、さらに本庁舎建設

…市の体制、運営にあ然としています。 

 越谷市では、さらなる市民サービスの向上

を目指し、地域の実情にあったまちづくりを

一層進めていくために、権限の拡大が図れる

「中核市」に、平成 27 年 4月から移行しまし

た。 

 これにより、埼玉県から 2,000 項目を超え

る事務権限の移譲を受けることとなり、事務

スペース等の不足が見込まれたことから、平

成 27 年 2 月に第三庁舎を建設したものです。

 一方で、現在の本庁舎は、狭あい化や分散

化、防災対策、情報化・バリアフリー化への

対応が不十分な状況となっています。 

 また、本庁舎の耐震診断の結果、「大規模

地震が発生した場合、倒壊または崩壊する危

険性が高い」とされ、地震への対策が市の喫

緊の課題となっています。 

 今後「本庁舎建設基本計画」に基づき、市

民の皆様のご意見をさらに伺いながら、市民

サービスの拠点、防災拠点等としての役割を

十分に果たすことのできる庁舎の建設に向け

取り組みます。 
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◆建築模型による新本庁舎建設参考イメージ図 

※なお、下記イメージ図は庁舎敷地内の土地利用計画等を検討するための簡易的な模型を
撮影したものであり、今後、設計段階において機能及び設備等の追加や変更により変動す
るものです。 



71 

◆用語解説

イニシャルコスト（３ページ） 建築物等の新規建設やシステムを新規導入す

る際に必要となる費用のこと。 

ランニングコスト（３ページ） 建築物やシステムの維持・保守・管理・更新・

廃棄をする際に必要となる費用のこと。 

コンクリートの中性化 

（３ページ）

コンクリートは主成分がセメントで、アルカ

リ性である。外部から炭酸ガスが入り込むこ

とによりコンクリートが中性になると、鋼材

（鉄筋等）の耐腐食性が低下する。 

耐用年数（１２ページ） 建物、機器などが使用に耐える年数のこと。

法定耐用年数（１２ページ） 税法で規定される耐用年数のこと。 

多機能トイレ（１２ページ） 障がい者用の広いスペースや手すりととも

に、オストメイト（人工肛門・人工膀胱を持

つ人）用の流しや、乳幼児のおむつ交換台な

どを併せ持つトイレのこと。 

ユニバーサルデザイン 

（１２・１３・１４・３６ページ）

文化・言語・国籍、老若男女、障がい・能力

の差異を問わずにだれでも利用することがで

きる建物・製品等の設計のこと。 

ライフサイクルコスト 

（１３・２４・３９ページ）

建物の計画・設計・建設までの費用（イニシ

ャルコスト）と維持・管理に必要な運用費用

から解体までの建物の一生に必要な費用（ラ

ンニングコスト）のこと。 

ゾーニング 

（１４・３２・４３・４４ページ）

建物の設計計画において空間を機能や用途別

にまとめて区域分けをすること。 

光ファイバー（２９ページ） ガラスやプラスチックの細い繊維でできてい

る、光を通す通信ケーブルのこと。非常に高

い純度のガラスやプラスチックが使われてお

り、光をスムーズに通せる構造になっている。

ファイリングシステム 

（３０ページ）

文書、図面、台帳などのファイル資料を整理

し収納するための方法のこと。 

ＯＡフロア・フリーアクセスフロ

ア・二重構造床 

（３０・３１ページ）

床下を利用して配管や配線を通すことができ

る二重床システムのこと。点検作業や設備変

更に容易に対応できる。 

ＩＣＴ（Ｉnformation 

 Ｃommunication Ｔechnology） 

（３２・３３・５１ページ）

情報や通信に関する技術の総称のこと。 

ＬＡＮ（Ｌocal Ａrea Ｎetwork）

（３２ページ）

ケーブルや無線などを使って、コンピュータ

や通信機器、プリンタ等を接続し、データを

やり取りするネットワークのこと。 
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ＩＣカード（３２ページ） 〔IC は、Ｉntegrated Ｃircuit（集積回路）の略〕

IC を組み込んだカードのこと。キャッシュカ

ードやクレジットカード、プリペイドカード

などに利用される。 

生体認証システム（３２ページ） 指紋、声紋、網膜や手のひらの静脈のパター

ンなど、身体的特徴により本人確認をする技

術のこと。 

タブレット端末（３２ページ） 小型で容易に持ち運ぶことができる、板状・

薄型のコンピュータのこと。 

ＬＥＤ（Ｌight Ｅmitting 

 Ｄiode）照明 

（３７・５１ページ）

発光ダイオード（LED）を使用した照明器具の

こと。低消費電力で長寿命の性質を持つ。 

エコロジカルボイド 

（３８ページ）

自然採光、自然換気を利用し、省エネを図る

ために設ける建物の吹抜けのこと。 

メンテナンスフリー 

（３９ページ）

メンテナンス（保守点検）が不要であること。

ＶＥ（バリューエンジニアリン

グ） 

（５４ページ）

コストや機能に関する諸要因を分析し、消費

者（発注者）の要求する機能を備えた製品を

最小のコストで提供する組織的技法のこと。

建設工事費デフレーター 

（５６ページ）

国土交通省が建設工事に係る名目工事費額を

基準年度の実質額に変換する目的で作成・公

表している月ごとの数値のこと。この数値を

参考に工事物価の変動を確認することができ

る。 


